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脂質が Orthorhombic 構造と Hexagonal 構造のドメインの分布様式の違いにより，少なくとも 3 種類
の異なる温度相転移挙動を示す領域を含んでおり，その分布様式が温度相転移の振る舞いに影響してい
ることを明らかにした。さらに，放射光 X線による角層構造の解析から，脂質分子充填配列構造が温度
に対してヒステリシスがあること，および異なる緩和時間を与える成分があることを示唆する結果を得
た。これらの結果から，脂質分子充填配列構造ドメイン間において脂質成分の交換がなされることで新
たなドメインが形成され，温度相転移挙動に影響を与えているのではないかと考えた。 
